






















































































































































































































































































































































⑥ 動物 ･植物 ･微生物領域の研究については､
これらを地球環境､食料､物質生産などの
｢人類の存続｣に必要な研究開発と位置づけ､
農業のみならず､バイオテクノロジーによる
新産業の創出に寄与する必要があるとしてい
る｡
⑦ ライフサイエンス研究の基盤強化として､実
験用動物､実験用植物､実験用微生物などの
バイオリソース (生物遺伝資源)の開発が必
要不可欠であるとしている｡ 各種実験周動物
の開発､ヒト疾患モデル動物の開発などは､
このバイオリソース分野に含まれている｡
なお､バイオリソースとしては､個体だけで
なく､細胞､組織､臓器､DNAなども対象と
されている｡
⑧ 近年､ライフサイエンス分野の研究開発は､
大学､研究機関､産業界を問わず急速に拡大
し､発展しているので､ライフサイエンス分
野を支える有能な人材育成 ･確保が急務であ
るとしている｡ 特に若手研究者とライフサイ
エンスの研究基盤を支えるすぐれた技術者の
育成 ･確保が緊急課題としてあげられている｡
岡山実験動物研究会は創設以来､それぞれの大
学と学部と研究機関の枠を越えて､ライフサイエ
ンスがかかえる重要な検討課題に対応してきた｡
今後､岡山実験動物研究会が地域における科学技
術の進歩に貢献し､特色のある研究会として発展
をはかるためには､引続きライフサイエンスとい
う視点を見失うことなく､着実な前進をとげられ
るよう祈念したい｡
この原稿を投稿中に､岡山大学農学部の佐藤勝
紀教授より､川崎医科大学の山下貢司先生 (川崎
医科大学名誉教授､岡山実験動物研究会名誉会
員)が2004年12月29日にご逝去されたとの悲報を
受けた｡先生が健康を害しておられることは､人
づてに伺っていたが､まことに残念なことであり､
さびしい限りであります｡山下責司先生は病理学
者としてご造詣が深く､実験病理学の立場から実
験動物のもつ重要性についてもかねてからご関心
があり､岡山実験動物研究会の創設には､最初か
ら相談にのっていただいた先生でありました｡特
に､岡山実験動物研究会の創立総会では ｢岡山実
験動物研究会の今後のあり方｣について座長とし
ておまとめいただき､将来に向けて確固たる方針
をうちだしていただきました｡
故山下京司先生が教育 ･研究分野であげられた
数々のご功績に敬意を表するとともにも､ご多忙
中にもかからず､同日｣実験動物研究会の発展に注
がれた情熱とご協力に心より感謝を申しあげ､先
生のご冥福を祈念いたします｡
